
提

出

者

保

坂

展

人

平
成
十
五
年
六
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

一

〇

九

号

公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
国
民
不
信
の
原
因
で
あ
る
様
々
な
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
国
民
不
信
の
原
因
で
あ
る
様
々
な
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書

国
民
の
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
不
信
感
は
、
増
し
こ
そ
す
れ
、
一
向
に
払
拭
さ
れ
る
傾
向
に
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状

を
打
破
し
、
公
的
年
金
制
度
を
国
民
が
、
真
に
信
頼
で
き
る
制
度
と
す
る
に
は
、
ま
ず
、
制
度
の
現
状
を
正
確
に
把
握
し
た
う

え
で
、
あ
る
べ
き
方
向
性
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
の
議
論
を
深
め
、
次
期
年
金
法
改
正
に
役
立
て
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
制
度
の
現
状
と
検
討
さ
れ
る
べ
き
諸
問
題

を
中
心
に
、
以
下
質
問
す
る
。

一

平
成
十
四
年
十
二
月
十
三
日
提
出
「
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
国
民
の
不
信
と
情
報
公
開
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対

す
る
虚
偽
答
弁
に
つ
い
て

同
主
意
書
に
お
い
て
、
「
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
付
を
拒
否
し
て
い
る
」
人

た
ち
が
、
ど
の
程
度
存
在
す
る
の
か
を
質
問
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
拒
否
者
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
人
た
ち
の
人
数
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
す
る
答
弁
は
、
「
保
険
料
未
納
者
を
『
拒
否
者
』
と
そ
れ
以
外
の
者
に
区
分
す
る
こ
と
は
、
事
柄
の
性
質
上
、
困
難

で
あ
る
。
」
だ
っ
た
。

し
か
し
、
被
保
険
者
記
録
を
管
理
し
て
い
る
社
会
保
険
庁
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
は
、
「
拒
否
者
」
の
項
目

一



が
存
在
し
、
実
際
の
業
務
に
お
い
て
も
、
「
徴
収
事
跡
」
欄
に
は
「
拒
否
者
」
の
項
目
が
打
ち
込
ま
れ
、
処
理
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
明
ら
か
だ
。

こ
の
よ
う
な
事
務
処
理
を
し
て
い
な
が
ら
、
国
会
へ
提
出
す
る
答
弁
書
に
「
区
分
す
る
こ
と
は
、
事
柄
の
性
質
上
、
困
難

で
あ
る
」
と
答
弁
し
、
事
実
上
拒
否
し
た
の
か
。
虚
偽
答
弁
し
た
理
由
に
併
せ
、
再
度
、
正
確
な
「
拒
否
者
」
の
数
を
、
直

近
の
記
録
か
ら
過
去
二
十
年
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
答
弁
さ
れ
た
い
。

二

社
会
保
険
庁
の
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

（
�
）

社
会
保
険
庁
に
オ
ン
ラ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
以
降
、
今
日
ま
で
の
、
三
鷹
及
び
杉
並
・
高
井
戸
の
社

会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
す
べ
て
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
、
機
種
そ
し
て
機
種
ご
と
の
主
要
な

性
能
特
性
を
答
弁
さ
れ
た
い
。

な
お
、
導
入
時
点
か
ら
今
日
ま
で
、
こ
れ
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
た
業
務
の
処
理
件
数

を
処
理
項
目
ご
と
に
す
べ
て
分
類
し
、
年
度
ご
と
に
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
�
）

社
会
保
険
庁
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
経
費
は
、
通
常
の
業
務
に
対
し
て
は
「
一
般
財
源
」
が
充
て
ら
れ
る
一
方
、
被
保

険
者
及
び
年
金
受
給
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
の
経
費
は
、
予
算
上
、
「
福
祉
施
設
事
業
費
」
を

二



充
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
二
つ
の
業
務
、
つ
ま
り
は
「
一
般
財
源
」
を
充
て
た
業
務
と
、
「
福
祉
施
設
事
業
費
」
を
充
て
た
業
務
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
処
理
す
る
に
あ
た
り
必
要
と
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
稼
動
時
間
を
、
三
鷹
と
杉
並
・
高

井
戸
に
設
置
さ
れ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
内
の
各
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ご
と
に
分
類
し
、
導
入
時
点
か
ら
今
日
ま
で
年
度
ご
と

に
答
弁
さ
れ
た
い
。

ま
た
、
実
際
に
支
出
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
経
費
を
、
同
様
の
期
間
、
財
源
別
に
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
�
）

な
お
、
「
福
祉
施
設
事
業
費
」
を
充
て
た
業
務
に
関
し
て
は
、
過
去
五
年
間
に
限
り
、
同
事
業
費
で
処
理
さ
れ
た

各
業
務
ご
と
に
、
各
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
別
に
稼
動
時
間
を
分
類
し
、
答
弁
さ
れ
た
い
。

三

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
収
支
状
況
に
つ
い
て

（
�
）

厚
生
年
金
の
昭
和
二
十
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度
ま
で
の
、
�
保
険
料
率
、
�
保
険
料
収
入
、
�
運
用
収
入
、
�

年
金
給
付
額
、
�
福
祉
施
設
事
業
費
支
出
額
、
�
そ
の
他
支
出
額
、
�
収
支
差
引
残
、
�
年
度
末
積
立
金
、
	
積
立

度
合
、
⑩
加
入
者
数
、
⑪
加
入
率
、
⑫
加
入
事
業
所
数
を
、
そ
れ
ぞ
れ
年
度
ご
と
に
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
�
）

厚
生
年
金
の
積
立
金
の
運
用
益
が
、
実
際
の
年
金
給
付
に
使
わ
れ
た
年
度
と
、
そ
の
金
額
を
年
度
ご
と
に
答
弁
さ

三



れ
た
い
。

（
�
）

国
民
年
金
の
制
度
発
足
時
か
ら
、
平
成
十
四
年
度
ま
で
の
、
�
保
険
料
率
、
�
保
険
料
収
入
、
�
運
用
収
入
、
�

年
金
給
付
額
、
�
福
祉
施
設
事
業
費
支
出
額
、
�
そ
の
他
支
出
額
、
�
収
支
差
引
残
、
�
年
度
末
積
立
金
、
	
積
立

度
合
、
⑩
加
入
者
数
、
⑪
加
入
率
、
⑫
検
認
率
も
し
く
は
納
付
率
を
、
そ
れ
ぞ
れ
年
度
ご
と
に
答
弁
さ
れ
た
い
。

（
�
）

国
民
年
金
の
積
立
金
の
運
用
益
が
、
実
際
の
年
金
給
付
に
使
わ
れ
た
年
度
と
、
そ
の
金
額
を
年
度
ご
と
に
答
弁
さ

れ
た
い
。

四

年
金
積
立
金
に
つ
い
て

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
と
も
、
積
立
金
は
、
い
つ
の
時
点
か
ら
取
り
崩
す
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
年
度
と
取

り
崩
し
の
金
額
、
及
び
そ
れ
以
後
の
取
り
崩
し
金
額
を
、
年
度
ご
と
に
答
弁
さ
れ
た
い
。

五

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
徴
収
事
務
に
つ
い
て

（
�
）

昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度
ま
で
の
、
厚
生
年
金
の
�
収
納
決
定
済
額
、
�
収
納
済
額
、
�
未
納
保
険

料
額
、
�
過
年
度
未
納
保
険
料
の
収
納
額
、
�
不
納
欠
損
額
、
�
収
納
未
済
額
、
�
未
納
事
業
者
へ
の
差
押
さ
え
件

数
、
�
未
納
事
業
者
へ
の
債
務
確
認
件
数
を
、
年
度
ご
と
に
答
弁
さ
れ
た
い
。

四



（
�
）

昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度
ま
で
の
、
国
民
年
金
の
�
収
納
決
定
済
額
、
�
収
納
済
額
、
�
未
納
保
険

料
額
、
�
過
年
度
未
納
保
険
料
の
収
納
額
、
�
不
納
欠
損
額
、
�
収
納
未
済
額
、
�
未
納
者
へ
の
差
押
さ
え
件
数
、

�
未
納
者
へ
の
債
務
確
認
件
数
を
、
年
度
ご
と
に
答
弁
さ
れ
た
い
。

六

年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
徴
収
業
務
に
つ
い
て

社
会
保
険
庁
が
傘
下
の
「
地
方
庁
等
の
意
見
・
要
望
事
項
」
を
取
り
ま
と
め
た
、
「
年
金
制
度
改
正
要
望
に
つ
い
て
」
に

よ
る
と
、
「
国
民
年
金
任
意
加
入
者
」
の
な
か
に
は
、
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
保
険
料
を
徴
収
さ
れ
て
い
る
人
が
存
在
す

る
旨
記
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、
本
人
か
ら
の
「
申
し
出
が
な
い
限
り
」
、
保
険
料
を
返
還
し
て
い
な
い
こ
と
も
、
同

要
望
書
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
、
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
徴
収
業
務
は
、
い
つ
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
。
平
成
十
四
年
度
ま
で
の

間
、
年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い
保
険
料
を
支
払
っ
た
加
入
者
数
は
、
各
年
度
ご
と
に
何
人
存
在
す
る
の
か
。
こ
の
よ
う
な
徴

収
を
長
年
、
続
け
て
き
た
理
由
と
と
も
に
、
答
弁
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


